
 

地域素材を生かし、義務教育学校で理科の系統性を踏まえた探究的な火山学習から新活断層を学ぶ 

～黒姫火山灰は語る 私の住む信濃町の大地～ 義務教育学校信濃町立信濃小中学校 結解 武宏

１．はじめに 

義務教育学校で小中学校理科の系統性を踏ま

えた探究的な火山学習を考えた。小学６年では野

外観察実習で信濃町の地層観察やそこで採取し

た黒姫火山灰に含まれる鉱物を観察する。そして、

中学１年では既習の知識や概念をもとに、採取し

た黒姫火山灰に含まれる鉱物の種類と割合を観

察していくことで、かつて大噴火していた黒姫山

の起源やその噴火の様子がわかる世界へと子ど

もを誘いながら、探究的に学んでいく子どもの姿

に出会いたいと考え、授業を構想した。 

 

２．素材選定 

黒姫山は本校から眺めることができ、登山やス

キーなどなじみのある山である。子どもはかつて

黒姫山が大噴火を繰り返したこと、山の形を変え

てきたことはあまり知らない。そこで、黒姫高原

スキー場の野尻ローム層の露頭を野尻湖ナウマ

ンゾウ博物館の館長さんより教えていただいた。

小学６年では、土地は火山の噴火によって変化す

ることを学ぶ。そのため野外観察実習を野尻ロー

ム層の露頭で行い、採取した火山灰に含まれる鉱

物について子どもは学んでいく。そこで、私自身

は「黒姫山は年代によってどのような火山活動を

送ってきたのだろうか」と黒姫山の歴史を知りた

くなった。そして、野尻ローム層の火山灰に含ま

れる鉱物の種類と割合に着目して顕微鏡観察し、

文献や博物館の館長さんから学んだ。すると黒姫

山は信濃富士と呼ばれ、約２５万年前から火山活

動をはじめ、最新の活動である約４万年前ごろに

現在の中央火口丘ができた複式成層火山となり、

火山活動の様子は激しい噴火から穏やかな噴火

に移り変わっていたことが分かった。 

 

３．素材の教材化と黒姫山の火山活動の授業の学

習展開。「素材」と「素材の価値」を表１に示す。 

 

        表１ 

素材 素材の価値 

・黒姫高原ス
キー場の地層
ならびに地層
のはぎ取り標
本 

・後期更新世の下部野尻ローム層
（５万年前）、中部野尻ローム層
（４万年前）、上部野尻ローム層
（２．５万年前）が見られる。小
学６年の地層見学では現地で代表
となる鍵層から火山灰を採取し
て、理科室でわんがけを行い、鉱
物を観察している。 
・地層のはぎ取り標本は、野尻湖ナ
ウマン象博物館より借用して使わ
せていただいた。 

・桜島の火山
灰や長野県八
ヶ岳起源の火
山灰 

・円錐状の火山。有色鉱物(かんら
ん石や輝石、角閃石)を多く含み、
無色鉱物(石英や長石)の割合が少
ない。桜島は火山の形や噴火の様
子、溶岩が確認できる。 

・雲仙普賢岳
の火山灰や北
アルプス樅沢
岳付近の火山
起源の火山灰 

・無色鉱物(石英、長石)を多く含
み、有色鉱物(黒雲母、角閃石)の
割合が少ない。雲仙普賢岳は火山
の形や噴火の様子、溶岩が確認で
きる。 

・下部野尻ロ
ーム層内の火
山灰鍵層（ブ
レッチャーゾ
ーン） 
黒姫山起源 
５万年前 

・層の色は灰色。粒の大きさが大き
い。厚さ 60ｃｍ。無色鉱物を多く
含み、有色鉱物の割合が少ない。
層の厚さや粒の大きさ、火山灰に
含まれる鉱物の種類と割合から、
マグマのねばりけは強く、激しく
噴火したことがわかる。 

・中部野尻ロ
ーム層内の火
山灰鍵層（赤
スコ） 
黒姫山起源 
４万年前 

・層の色は赤茶色。粒の大きさがあ
まり大きくない。厚さ 40ｃｍ。有
色鉱物を多く含み、輝石が多くみ
られる。火山灰に含まれる鉱物の
種類と割合から、ブレッチャーゾ
ーンと比較するとマグマのねばり
けは弱く、比較的穏やかな噴火で
あったことがわかる。 

・火山灰分析
の手引き書 
 

・実物の鉱物や鉱物の特徴を図や文
章で示した「火山灰分析の手引き
書」を手元に置きながら、鉱物の
色や形に着目した観察を、個別に
進めることができる。さらに、各
鉱物の主な特徴についても記載し
てあるので知識を得ることができ
る。 

・火山分類表 ・火山の形、盾状火山、成層火山、
ドーム状火山、噴火やマグマのね
ばりけの様子、主な火山の火山
灰、火山灰の種類と割合を記載し
た火山分類表。 

小学６年での火山学習を踏まえて、中学１年で

は単元名「黒姫火山灰は語る 私の住む信濃町の

大地」を行った。その「学習活動と問い」や「教

師の支援」を表２に示す。 

表２ 学習展開 

学習活動と問い(○) 教師の支援 
１  火山噴火モデル実験を通
して火山と出会い、小学６年で
地層観察した黒姫高原スキー
場の露頭のはぎ取り標本を観
察する。  （１時間） 

・火山噴火モデル実験
（火山灰分布）と火
山 マ グ マ 噴 出 実 験
（マグマのねばりけ
の違い）を通して、火



 
○黒姫山の火山モデルを噴火
させてみよう。 
・信濃町全体に火山灰が降り積
もっていた。 
・黒姫山の噴火で今の大地がで
きているのかもしれない。 
２ 日本の火山を比較し、火山
マグマ噴出実験を観察する。
（２時間） 
○火山の形と噴火の様子に違
いが生じるのは何が原因なの
だろう。 
・マグマのねばりけが強いと激
しい噴火で、形が盛り上がった
ドーム状の火山になり、白っぽ
い溶岩になるのだな。 

山噴出物やマグマの
ねばりけに着目し、
火山の噴火や形の違
いに疑問をもてるよ
うにする。 
 
・日本の代表的な火山
の写真を提示し、比
較することで、火山
の形や溶岩の色と噴
火の様子の違いに気
付き、火山の形や噴
火の様子が異なる原
因をマグマのねばり
けと関連付けて説明
できるようにする。 

３ 火山灰について考え、自分
の鉱物標本をつくる。（１時間） 
○火山灰とはどのようなもの
だろうか。 
・火山灰はただの灰ではなく、
地下のマグマが冷えてできた
鉱物なんだな。 
・黒っぽい鉱物と白っぽい鉱物
の２種類があるな。 
・無色鉱物では石英、長石が見
られた。有色鉱物では黒雲母、
角閃石、輝石、カンラン石が見
られた。 

・火山噴出物である２
種類の火山灰（北ア
ルプス由来、八ヶ岳
由来）に着目し、火山
灰はただの灰ではな
くマグマに含まれる
鉱物であることに気
付くことができるよ
うにする。 
・鉱物の種類によって
鉱物の色や形に違い
があることを説明で
きるようにする。 

４ ２つの火山（桜島、雲仙普
賢岳）の火山灰に含まれる鉱物
の種類や割合の違いについて
考える。（２時間） 
○火山によって火山灰に含ま
れる鉱物の種類や割合にはど
のような違いがあるのか。 
・桜島の火山灰には有色鉱物が
多く、雲仙普賢岳の火山灰には
無色鉱物が多い。 
・火山灰の有色鉱物の割合が多
いとマグマのねばりけが弱く
なり、無色鉱物の割合が多いと
マグマのねばりけが強くなる。 

・無色と有色鉱物の種
類と割合に着目して
火山灰を顕微鏡観察
し、火山によって火
山灰に含まれる無色
と有色鉱物の種類や
割合に違いがあるこ
とに気付き、火山灰
に含まれる鉱物の種
類や割合と地下のマ
グマのねばりけを関
連付けて説明できる
ようにする。 

５  黒姫高原スキー場の地層
のはぎ取り標本を再び観察し
て、過去の黒姫山の火山活動に
ついてイメージ図や言葉で予
想する。（１時間） 
・色や層の厚さが異なる。 
・粒の大きさや色が違う。 
○年代によって黒姫山の火山
活動にはどのような違いがあ
ったのだろうか。 
６  火山灰に含まれる鉱物の
種類や割合に着目して顕微鏡
観察し、年代別による黒姫山の
形や噴火の様子、マグマのねば
りけを考える。（２時間） 
・５万年前の火山灰には無色鉱
物が多い。４万年前の火山灰に
は有色鉱物が多い。 
・５万年前の火山灰の方が無色
鉱物の割合が多かったことか
ら、火山の噴火が激しく、マグ
マのねばり気も強かったこと
が分かる。 
・火山活動は年代によって変化
してきたことが分かった。 

・露頭のはぎ取り標本
を再提示し、当時の
黒姫山の火山の様子
についてイメージ図
や言葉で記述するよ
う促すことで、黒姫
山の火山活動の変容
の様子を予想するこ
とができるようにす
る。 
・火山灰に含まれる鉱
物の種類と割合に着
目 し て 顕 微 鏡 観 察
し、得られた結果か
ら、火山分類表をも
とにして、班の友と
話し合いながらワー
クシートにまとめる
ことで、火山灰に含
まれる鉱物の種類と
割合の違いから、同
じ火山でも年代によ
って火山活動が異な
ってきたことを説明
できるようにする。 

７  火山岩と深成岩のつくり
の違いについて考える。 

（２時間） 
○火山岩と深成岩はどのよう
なつくりの違いがあるのだろ
うか。 

・火成岩の粒の色や
形、大きさに着目し
てスケッチし、火山
岩と深成岩の組織の
違いをマグマの冷え
方と関連付けて説明

・火山岩である安山岩は、鉱物
の部分と鉱物ではないところ
がある。 
・深成岩である花崗岩は、鉱物
の部分でできている。 
・マグマの冷え方の違いによっ
て、岩石の組織のつくりに違い
が見られるのだ。 

できるようにする。 
・チオ硫酸ナトリウム
（ハイポ）の再結晶
実験をすることで、
マグマの冷え方によ
って、岩石の組織の
つくりの違いがわか
るようにする。 

８  火山活動がもたらす災害
について、地域や日常生活と関
連付けて考える。 （２時間） 
○私たちの地域や日常生活に
対して、火山活動は何をもたら
すのだろうか。 
・火山は身近にあるので、ハザ
ードマップで安全な場所を確
認しておく必要があるな。 
・火山のおかげで温泉施設があ
ったり、地熱発電ができたりす
るんだな。 
・新たな活断層が信濃町で見つ
かった。将来も活動する可能性
がある断層だ。 

・火山活動が私たちの
生活に与える影響を
班で話し合うよう促
すことで、火山の噴
火への備えをする必
要性や火山は多くの
被害をもたらすだけ
ではなく、私たちの
生活をよりゆたかに
していることにも気
付くことができるよ
うにする。 

 ４．子どもの学びの姿 

①小学６年での野外観察実習（露頭観察）と双眼

実体顕微鏡による火山灰に含まれる鉱物の観察 

黒姫高原スキー場の地層観察を行うと、子ども

は「地層をみると何層にもなっていた。これが黒

姫山や妙高山の火山灰が降り積もってできたな

んて信じられない」と地層の高さや広がりに驚い

ていた。また、火山灰に含まれている鉱物を顕微

鏡観察すると、「こんなにも鉱物がきれいで宝石

みたい」とつぶやき、教師が教えなくても火山灰

分析の手引書の鉱物写真を参考にしながら鉱物

の特徴をとらえて、鉱物を同定していく子どもの

姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現地地層の写真（右）とはぎ取り標本（左）） 

②マグマのねばりけのちがいによる火山マグマ噴

出実験 

 火山の形が異なる理由を「マグマの質（固さ、

強さ）」「噴火物の量」と答えた子どもの考えを、

実際に目で確かめてほしいと考え、マグマのねば

りけのちがいによる火山マグマ噴出実験を各班



 

で行った。重層と洗濯のり、石膏を使い、水分の

調節によってマグマのねばりけの違いを出す火

山マグマ噴出実験である。実験結果から「マグマ

がサラサラしていて広い範囲に流れていった方

は山が低いが、マグマがねばねばとしていて山頂

付近で固まっていった方は山が高く、もりあがっ

た」と地下のマグマの性質の違いと火山の形を関

連付けて考察する子どもの姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（火山マグマ噴出実験） 

③地層のはぎ取り標本観察を観察して、過去の黒

姫山の火山活動についてイメージ図や言葉で予想

した。 

教師は地層のはぎ取り標本を提示して、黒姫山

はどのような火山活動をしてきたのか子どもにイ

メージ図や言葉を学習カードに書いてみるよう促

した。すると子どもは、地層に含まれる岩や砂の

大きさ、地層の色に着目して過去の黒姫山の火山

活動を予想する子どもの姿があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子どもが予想を記述したホワイトボード） 

④火山灰に含まれる鉱物の種類と割合に着目して

顕微鏡観察し、その結果を分析し、火山分類表を

もとにして、班で友と話し合いながら年代別によ

る黒姫山の形や噴火の様子を考えた。 

学習課題「赤スコ４万年前、ブレッチャーゾー

ン５万年前の火山灰層に含まれる鉱物の種類、量、

割合に着目して、火山分類表をもとに過去の黒姫

山を考えてみよう」では、子どもは自分が作成し

た鉱物標本や火山灰分析の手引き書を参考にしな

がら、火山灰層に含まれる無色鉱物や有色鉱物の

同定をしていくことができた。ここで、既に小学

６年の火山学習で、採取した火山灰に含まれる鉱

物を観察した既習の知識や概念が生かされてい

た。さらに、中学１年では火山灰に含まれる鉱物

の種類と割合を観察しながら、黒姫山の火山活動

をかつて大噴火していた黒姫山の起源やその噴

火の様子を考察している子どもの姿に出会えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子どもが観察した鉱物の種類と割合の結果） 

子どもの考察の一部より 

「黒姫山の火山灰５万年前は無色鉱物（石英や 

長石）多いことから、マグマのねばりけが強い

ことがわかり、火山噴火の様子は激しく、ドーム

状の火山の形をつくったのではないか。また、４

万年前は有色鉱物（輝石やカクセン石）が多いこ

とから、マグマのねばりけが弱く、火山噴火の様

子はおだやかで、傾斜がゆるやかな火山の形をし

ていたのではないかと考えました。」 

⑤「赤スコ」の火山灰層が断ち切られ、活断層が

活動したことや信濃町に活断層が新たに発見され

た新聞記事を紹介し、新発見の活断層を学んだ。

（２０２０年１０月１７日信濃毎日新聞１面） 

 ２０１９年４月に上信越道信濃町インター近



 

くの六月地区の丘陵で地層が露出した「露頭」が

見つかり、火山灰の層が切れた部分が確認された。

断層の動きで隆起した丘陵を、露頭北側の池尻川

が侵食しているとみられる。「赤スコ」の火山灰

層が断ち切られていて、少なくとも約３万年前以

降に活断層が活動したことが分かる。この活断層

は地形の変化が地表にまで及んでいるため、過去

に M７程度の地震を起こし、将来も活動する可能

性がある断層であることを紹介した。今後は、野

尻湖ナウマンゾウ博物館の施設として現地保存

し、見学できるように整備することや案内板を設

置することも検討していることを生徒に伝えた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元のまとめとして「単元を通した学び」につ

いて授業の振り返りをした。 

子どもの「単元を通した学び」の振り返り 

はじめは火山や火山灰はどれも同じと考えていまし
た。６年生の時に学習した鉱物も１つの種類しかない
と思っていました。けど、実際に火山の形や噴火の様
子、マグマのねばりけを考えていくと全く違っていま
した。黒姫山は昔、大噴火をしていて、激しかったと
いうことがわかってきました。今は噴火していません
が、昔は、火山の形は盛り上がっていて、噴火を繰り
返していく中で、今の円すい状の山の形になっていっ

たのだと思います。火山学習での発見は、自分たちが
今歩いている信濃町の道や場所は火山灰が降り積も
ってできていることを知りました。火山活動によって
もし、火山が噴火したときどんな行動をとればよい
か、考えておいたほうがよいと火山学習を通して学び
ました。でも、火山は温泉やダイヤモンドなどの恵み
もあると知りました。この長野県では火山がたくさん
あります。噴火の災害のことも日頃から考えていかな
くてはならないと思いました。  
 また、こんなにもはっきりとした露頭が六月に見ら
れるのはとても貴重だと思いました。野尻湖ができる
きっかけとなった黒姫山の崩壊による堆積物や、黒姫
山や妙高山の噴火による火山灰が積み重なっている
こと、断層は私たちが調べた「赤スコ」の火山灰を切
るように動いたことから、それよりも新しい時代に動
いたことが分かりました。 
 活断層によって地震が起こるので、私たちの信濃町
にも活断層があることを知り、これからの地震に対す
る防災にも生かして、しっかりとした知識をもって、
災害に備えていきたいと思いました。  

この単元の振り返りから子どもは、小中学校理

科の火山学習を通して、黒姫山について探究して

きたことの凄さを実感していった。また、黒姫火

山灰に含まれる小さな鉱物というものを微視的

な世界で見ていった。そして、過去の火山活動を

知ることで巨視的な世界に迫ることができると

いう理科学習での探究の面白さを味わっていく

ことができた。また、新たに発見された信濃町の

活断層を知り、正しい知識をもって、自らの命を

守るための防災についてもしっかりと学びなが

ら、災害に備えていきたいという考えをもつこと

ができた。 

５．おわりに 

この学びを通して、あらためて、児童生徒が観

察・実験や直接体験をして、それらの経験から得

られた結果について科学的な言葉や概念を適切に

使って説明したり、検討したりすることや、知識・

技能を習得したり、思考力・判断力・表現力等の

科学的な探究能力や問題解決能力を育成したりし

ていくことが大切であると考えた。また、学習し

た原理や法則などが日常生活や社会の中でどのよ

うに使われているか調べたり、日常生活や社会に

適用したりして、理科を学ぶことの意義や有用性

を実感する機会をもたせることも重要であると考

えさせられた。 

 

（ゆげ たけひろ 義務教育学校信濃町立信濃

小中学校 教諭） 


